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名古屋最高峰・東谷山の麓にあるブルーベ

リー園「天空のアグリパーク」。天空の名の

通り、眼下に庄内川が流れる丘陵地にあり、

爽やかな風が吹き抜ける心地よい場所である。

守山支部で「天空のアグリパーク」の援農が

はじまったのは 2016 年秋のこと。わたしがは

じめて農園を訪れた 10月は、すでにブルーベ

リーの実は跡形もなく、枝ばかりが目立つひ

っそりとした畑だった。

園内にはブルーベリーのほかに夏みかんや

柿、梅などの果樹が植えられており、その剪

定作業が秋から冬にかけての主な作業となる。

年明けからは、いよいよブルーベリーの剪定

作業。すっかり葉の落ちたブルーベリーの枝

にはいつの間にか、幾本もの徒長枝が伸び、

枝同士が重なり合い、いかにも窮屈そうな形

になっていた。剪定ばさみを手におそるおそ

る剪定をはじめた。最初は遠慮しがちに切っ

ていたものの慣れてくるとちょっと大胆にな

り、すっきりとすぎた枝振りに若干不安を覚

えながらも、あとは芽吹きの春を待つしかな

いのである。

やがて春が来て、あの冬枯れの木々には

瑞々しい葉が生い茂り、見事な花を付けてい

た。白からピンク、ブルーの柔らかなグラデ

ーションを魅せるブルーベリーの花は、ふん

わり丸く裾がすぼまったお姫様のドレスのよ

うな可憐なかたち。この花ひとつひとつが実

となっていく姿を想像すると胸がいっぱいに

なってきた。

盛夏、いよいよ待ちに待ったブルーベリー

収穫の季節の到来である。あの剪定しすぎた

と不安に思っていた枝たちにも立派な実がた

わわになり、重みで地面に着きそうな勢い。

ブルーベリーの重みで枝がしなるなんてまさ

か！と思っていたが、やっと本当だったのだ

と理解する。今まで見たこともないほど大粒

な薄紫の実。品種ごとに食べ比べさせてもら

うと、上品な甘さのもの、酸味のあるものな

ど違いのあることにも驚いた。熟した果実を

手作業で丁寧にひとつぶひとつぶ収穫。それ

をさらに選別しパック詰めして出荷するとい

うのだから、とても手間のかかる作業である。

そして賑やかな収穫の季節が終わり、また静

かに冬支度へと入っていくのだ。

冬は枝ばかりのブルーベリーを慈しむよう

に剪定したり、施肥を行ったり。やがて夏が

来て、美しく立派な実を付けたブルーベリー

を目の当たりにしたとき、すべてがここに向

かっていたのだと実感した。ひとつの作物と

じっくりと向き合い、一年また一年と過ごせ

ることのありがたみを知る。作業の途中、ふ

と見上げるとなだらかな曲線を描く東谷山が

そこにある。そんな援農の時間はかけがえの

ない幸せをもたらしてくれる。
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て ん ぱ く 支 部
月 延人数 延時間 主 な 活 動

１ 29 96 ニンジン収穫・選別、ニンジン切り

２ 18 60
ニンジン収穫・ニンジン切り、ブドウ

ビニール張り

３ 23 73
ニンジン切り、鶏糞まき・枝豆植付け、

トウモロコシ植付け、草取り

2017 年度年間活動時間

てんぱく支部 1,654.0 時間

みどり支部 1,309.0 時間

もりやま支部 780.0 時間

港・中川支部 2,013.5 時間

合計 5,756.5 時間

2 月度会議（２月 10日開催）

報告事項

①各支部長より、前月の活動報告、当月の

活動計画の説明がなされた。

（３・４月度も同様につき省略）

②自習畑について、育成講座終了式のときに

自習畑同好会新規会員募集の案内を行います。

審議・検討・依頼事項

① 懇親会の準備状況の報告と当日の進行等

について確認した。21名参加予定。

② 研修会について

③ 平成 30年以降の研修についてのアンケー

ト（案）の説明し、評議会の了解を得、

総会時にアンケート内容を説明の上、記

入して貰うこととした。自由意見欄には、

農楽会全般についての意見も書けるよう

にした。

④ 総会にむけて、今後の準備日程などが提

案された。

３月度会議（３月 10日開催）

報告事項

① 2月 16 日開催の懇親会について報告があ

った。行事とセット開催の提言があった。

② 自習畑 講座修了生 1名入会。

③ 保険は B プラン加入。

審議・検討・依頼事項

① 農業センターより

４月 7日(土)午後開催の平成 30年度

み ど り 支 部
月 延人数 延時間 主 な 活 動

１ 43 86
トマトトーン散布,トマト摘心・誘

引・脇芽取 り、ミニ

トマト・中玉収穫、枯葉取り

２ 47 94
中玉ミニトマト収穫、トマトトーン散

布、中玉トマト収穫、脇芽取り、草取

り、下葉取り、摘花、マルチ直し

３ 45 90
トマトーン散布、トマト収穫・草取り、

キュウリ後片付け、キュウリ定植、マ

ルチ直し、下葉かき

も り や ま 支 部
月 延人数 延時間 主 な 活 動

１ 18 36
トマト関係いろいろ、小松菜の収穫、

ブドウ枝切り、皮むき、柿・ブルーベ

リー剪定

２ 22 44
除草、トマト関係紐つり、土入れ、植

え付け、ブドウ皮むき、ブルーベリー

剪定

３ 24 48
ワケギ収穫、トマト関係、・ブルーベ

リー剪定、除草、ブドウのつるきり等

港 ・ 中 川 支 部
月 延人数 延時間 主 な 活 動

１ 10 30
ハウス紐抜き、白菜収穫、サラダネギ

の整え、ほうれん草苗定植

２ 46 145.5

ハウス紐抜き、畑畝作り、マルチ張り、

種まき、白菜の袋詰め、蕪の剪定と洗

浄、白菜の収穫、薬味ネギ整形、ほう

れん草定植

３ 42 180.5

トマトハウス紐切り、下葉集め、草取

り、畝つくり、ジャガイモ植付け、ブ

ロッコリー袋つめ、白菜の花摘み、枝

豆の種まき、水耕ネギの整理等

各支部の活動

評議会報告
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ボランティア育成講座説明会への役員

出席要請があった。

② 平成 30年度総会について

予算案、次期役員体制などについて協議

した。

４月度会議（４月 7 日開催）

報告事項

① 自習畑 今期は 13名の参加者

② 新年度の会員は、172 名

② ボランティア保険について、新年度加入

165 名で手続きの完了が報告された。申告

による重複ボランティアの保険非加入者 8

名。

③ 農業センターの担当主査が服部主査に

所長が鈴木所長に交代となった。

審議・検討・依頼事項

30 年度総会にむけて、決算報告、事業報告

新年度予算案、事業計画案、役員体制につぃ

て協議を行った。

第 17期 24 名が修了式

平成 29年度農業ボランティア育成講座（第

１６期）の修了式が２月１0（土）、農業セン

ター講習室で行われました。

農業ボランティア育成講座は、皆さんの熱

心な受講で、24名がこの日を迎えました。

修了式では、谷口農業センター所長、大原

会長から挨拶がありました。そして、一人ひ

とりに修了証が授与され、受講生より抱負や

感想などの１分間スピーチがありました。

式の後には、所属支部ごとに分かれ、援農

先農家及び支部長・評議員も参加するなかで、

交流会が行われました。

なお、各支部への配属は、

てんぱく支部 15名

みどり支部 5名

もりやま支部 3名

港・中川支部 1名 となります。

懇親会の開催

中村公園、和食「味波」において、なごや

か農楽会の懇親会が、2月 16 日(金) 21 名の

参加で開催されました。

会長の挨拶と乾杯で始まり、美味しい料理

などを楽しみながら、全員の自己紹介を行い

ました。農に関わる失敗談や自慢話、趣味や、

の楽しい歓談の時間をすごしました。

（味波にて）

あ と が き

今年は、暖かい日が続き、桜の満開も例年

より 1週間ほど早く、3月 27 日が満開となり

ました。昨冬は、少雨天候不順で野菜の作柄

わるく、露地物の援農が不振でしたが、冬も

おわり、暖かくなり 屋外作業に適した季節

となりました。農楽会の会員のみなさまも野

菜作り、援農にいそしんで下さい。

（事務局発行担当 水野・川合）

農楽コーナー


